2007年度春学期　日本語演習（上級・対照表現演習・日中）　　松下達彦

桜美林大学　2007年度春学期　日本語演習（上級・対照表現演習・日中）　授業シラバス

· 授業コード　：２３４３３
· 授業概要

主な対象

・非日本語母語のレベル５～６相当（上級）の学生

・上級レベルの中国語読解力を有する学生（中国語が母語でなくても可）
＊パソコンの基本操作ができること。

＊Ｅメール（携帯メール不可）・添付ファイル・携帯用記憶媒体（ＵＳＢメモリなど）が使用できること。

＊中華人民共和国の標準字体使用を基本とするが、希望者には繁体字変換テキストを配布する。

上級の総合目標（留学が終わるまでにできるようになると期待されること）
（1） 自分、自分の所属するコミュニティ（世界・国・地域・民族・学校・家庭など）と日本語の関係を意識し、それを他者に説明できるようにする。そして自分や世界の未来と日本語の関係を考えた学習をする。
（2） 日本語コミュニケーションにおいて、自分の得意なところと苦手なところが自覚でき、自分の学習の目標を適切に意識することができる。自分の周囲にある多様な学習リソース（学習資源）を活かして目的に応じた学習を進めることができる。

ヒト…日本人の学生、教員、学外の人など

モノ、メディア…書籍、雑誌、新聞、テレビ・ラジオ、看板・広告、インターネット等

（3） 場面や状況に応じた多様な日本語表現に習熟し、文脈・目的に応じた適切な表現の選択ができる。

（4） 「速く」「多くの」日本語情報を処理したり発信したりする能力を身につける。

（5） 日本語コミュニティでの社会や文化に習熟し、予期しない事態にも対応でき、日本語コミュニティに自信を持って参加できるようになる。必要に応じて日本語で人的ネットワークを形成することができる。

（6） 日本語コミュニケーションにおいて必要な知識を論理的に整理することができ、日本語を使用して論理的な思考、分析、批判などができるようになる。

＊この総合目標は、桜美林大学日本語プログラムのコア科目（日本語Ⅴ／Ⅵ）および上級の選択科目の全体において掲げる目標です。

この科目の目標（科目終了時までにできるようになると期待されること）：
A． 日中両言語の文構造・語彙の相違について体系的に理解する。特に漢字語の日中の相違と実際使用上の注意点について習熟する。

例 1：中文日訳のときに、中国語の原文では受け身ではないが日本語では受け身文に訳した方がよい場合について理解し、適切な構文が選択できるようになる。

例 2：「趣味」「興味」［兴趣］[趣味] や「関心」[关心]の日中両語での意味・用法がわかり、共通点・相違点を説明できる。

B． 翻訳を通じて、日中両言語の文構造・語彙および社会文化の相違について理解を深め、翻訳上の注意点に習熟する。

例 3：「らしさ」についての日中両文化を理解でき、「女性らしい生き方」「学生は学生らしくしなくてはいけない」などの文を適切に中国語に訳せるようになる。

例 4：「隠し味」「大食い競争」[双语教学][营销网络]といった語を適切に訳せるようになる。
C． 正確さを重視する翻訳と表現効果を重視する翻訳があることを理解し、目的に応じて、適切な訳文が作れるようにする。
例 5：[皮厚得惊人]を、目的に応じて「皮が驚くほど厚い」と「ガードが固い」に訳し分けることができるようになる。
例 6：[体育中心]を「スポーツセンター」と訳したほうがいい場合と「体育中心」としておいたほうがいい場合についてわかるようになる。

D． パソコン上で両言語を出入力する方法、両言語でホームページを見る方法、翻訳に役立つ辞書などのツール、役に立つホームページなどの日中両言語に関わるさまざまな情報リソース（資源）など、両言語を活かして仕事をするためのリソースに習熟する。

例 7：「ダイアルアップ接続」という語を訳すときに、インターネットで調べたり、インターネット関連の専門辞典を調べられるようになる。
＊翻訳については、８割ぐらいは中文日訳を行なうが、２割ぐらい日文中訳も取り扱う。日文中訳については、現役の翻訳者にゲストとして来ていただいて講義をお願いする予定である。
＊シャドーイング、スラッシュ・リーディング、スラッシュ・リスニング、サイト･トランスレーションなど、口頭による通訳のための練習も、進度に余裕があれば少し取り入れる。
＊教員がこのシラバスの通りに適切に科目運営を行い、受講生が意欲的に授業に参加し、示されたとおりに要求課題を行えば、上述の課題は達成されるでしょう。したがって、受講に際しては、目標に同意すること、要求されることについて責任を持つことが必要です。

翻訳の材料
散文、論説、新聞報道、ビジネス文書（レター等）、技術系の文書（仕様書・マニュアル）、観光用ホームページ、テレビドラマ等

授業の進めかた

【受講生全員に要求されること】

· 一人で、またはペアで、学期中に最低１回、翻訳課題について授業で発表すること。

· 毎回、翻訳課題に取り組み、発表者の訳し方について疑問があれば質問し、不明点を授業で確認すること。
· 翻訳課題に取り組む過程で文構造の対照や語句の対照について整理すること。

【発表者に要求されること】

(1)課題テキストを選ぶこと。原則として、教員の提示する「課題テキストの候補」から選ぶこと。それ以外のテキストを使いたい場合は教員に事前に相談し、許可を得てください。

(2)課題テキストを読み、以下の点を含めた発表資料を作ること。

a) 原文と訳文、（自分で探してきた原文の場合は出典も）
b) 重要な語句・表現のリスト

c) 語句の対照
d) 文構造の対照

(3)発表資料は発表日の１週間前に配布するので、

発表日の２週間前までに、教員までメール添付で送信すること。

(4)発表では、資料に従って20～30分間で発表を行うこと。（ディスカッションは含まない。）

· 【担当教員の行なうこと】
· 提示された授業時間において、クラスの運営を適切に管理し、ここに示した計画の通り授業を行うこと。変更は、合理的かつ明確な理由を提示し、学生の了解を経た上で行うこと。

· 個々の学生のニーズとレディネス・学習環境に応じ、日本語学習に関する適切なアドバイスや学習リソース提供を行うこと。

· 翻訳課題テキストの候補を提示すること。

· 最低１回の授業において、発表資料の作成例を含めた発表の模範を示すこと。

· 発表予定者に対して、必要に応じて、日中対訳コーパスによる対訳資料を提供すること。

· 発表者に適切なアドバイスを行い、発表資料の受領後、配布時までにチェックを行なって、発表者に返送すること（メール添付、変更履歴の記録の機能の使用）。

· 発表の内容についてコメントしたり、解説したりすること。

· 発表の内容を受けて、適切なディスカッションをリードすること。

· 語句や文構造の対照や日中の社会・文化の相違点について、簡単な講義を行なうこと。

· 日文中訳の現役の翻訳者による講義・演習を計画・実施すること。

· 試験を実施すること。

· 目標の達成度を、適切な基準によって評価し、各受講生にフィードバックすること。

● 授業計画　＊受講生の要望や進度により、変更することがある。

4/12　オリエンテーション（説明会）、実力測定：散文《爱情的水果寓言》
4/19　散文《爱情的水果寓言》〔教員の講義・解説〕
4/26　新聞報道《上海启动双语教师考评体系 实行资格认证》〔教員の発表〕
5/10　新聞報道《上海启动双语教师考评体系 实行资格认证》ほか〔学生の発表〕
5/17　ビジネスレター（感謝状、招請状）〔学生の発表〕
5/24　ビジネスレター（商談の応諾、納品期日の調整、支払方法の相談）〔学生の発表〕
製品説明（仕様書）（‘海尔冰箱’またはその他）〔学生の発表〕

5/31
観光用ホームページ《走进天津》〔学生の発表〕 

6/7
観光用ホームページ《走进天津》〔学生の発表〕 
6/14　テレビドラマ《浮华背后》〔学生の発表〕

6/21　日文中訳〔現役翻訳者による講義・演習〕
6/28
日文中訳〔現役翻訳者による講義・演習〕
7/5
テレビドラマ《浮华背后》〔学生の発表〕
7/12　テレビドラマ《浮华背后》〔学生の発表〕
7/19　期末試験
● テキスト

使用しません。コピーを配布します。

● 参考書

遠藤紹徳・武吉次朗編著1990『翻訳篇　新編・東方中国語講座』東方書店

武吉次朗1984『中国語翻訳・通訳ハンドブック』東方書店

遠藤紹徳1989『中‐日翻訳表現文法』バベル・プレス

高 宁2000《新编日汉翻译教程》上海外语教育出版社

孟広学1984『手紙で学ぶ中国語』日本放送出版協会

蘇奇編著1993《漢日翻譯教程》大新書局

日中通訳出版会1986『難訳語600』日中通訳出版会

『中国語ジャーナル』（月刊）アルク

など

＊担当教員のオフィスにおいて、「中日対訳コーパス(汉日对译语料库)」を使用することができるので、発表準備など、必要に応じて、教員のオフィスに来て利用すること。

＊翻訳を職業とする場合には、専門辞典類をそろえておくことが必要である。
● 評価方法

基準

Ａ：この科目の目標をほぼ達成し、授業への参加態度も優れている。
Ｂ：この科目で重要な目標は達成し、授業への参加態度もおおむね積極的である。
Ｃ：この科目の目標の達成は不十分だが、授業への参加は一定レベルに到達し、今後の努力によって向上が期待できる。
Ｄ：この科目の目標の達成は不十分で、参加の程度も不十分だが、合格最低の基準に到達している。今後、多くの努力が必要である。
Ｆ：不合格

具体的には、以下の割合で評価します。

出席：　30％

発表および提出物：　20％

期末テスト：　40％

平常点（参加態度など）：
10％

＊授業は、科目の説明を含め、全部で14回あります。そのうち10回以上出席した人のみ、評価の対象とします。出席が10回に満たない場合はＦ（不合格）になります。

＊30分以上の遅刻・早退は欠席１回と同じになります。

＊30分未満の遅刻・早退は３回で欠席１回とします。

＊やむを得ず欠席する場合は、必ず「欠席届」（教務課にあります）を提出してください。病気などの場合もできるだけ事前に担当講師かクラスメートに連絡し、あとで「欠席届」を出して下さい。

· ＵＲＬ

http://www.cnki.net/index.htm
● キーワード

日本語、中国語、対照、翻訳

●教員との連絡方法
オフィスアワー：　水14:00～15:00、木12:00～13:00（松下オフィス＝崇貞館B523）

Ｅメール： tatsu@obirin.ac.jp
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